
7-7　設計体系特別委員会
1．特別委員会の予算

　　　予算：300,000円

2．活動の要旨
　　　本委員会は「報酬・積算体系特別委員会」とともに平成16年度に新設された特別委員会で、我が国の社会・経済や社会資本整備の急速な環境の変化に伴って、建設コンサルタントの役割や設計体系、業務体系のあり方等についてあらためて見直すとともに、新たな設計体系等の構築を目的に活動を実施するものである。
3．主な活動の記録
(1) 設計体系特別委員会の開催

· 委員会開催回数　　：9回

· 平成18年度は４月以降、計９回の委員会を開催した。前年度に提案した新たな設計等業務体系に関して細部の具体的検討を技術部会に依頼し、その中間報告について年度後半に技術部会WGとの合同会議により意見の交換を行った。また、併せて建設コンサルタントの役割とあるべき姿などについての検討を行い、設計等業務体系の提案とともに報告書の作成を行って、常任委員会、常任理事会へ報告した。また併せて協会HPにも掲載した。
4．次年度の活動について

平成18年度の報告書作成をもって特別委員会の活動を終了した。
（設計体系特別委員会委員長　元山　宏）












